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要  旨 

 

 高校から大学への移行は，学びの環境だけでなく，より一層の自立性が求められるなど大

きな変化を伴う難しい時期である．4 年間の大学生活の中心が学びであることから，ほとん

どの大学では，入学前の生徒を対象に入学前教育を実施している．しかしながら，学力維持

や底上げを目指すリメディアル型の取り組みが主で，多くが総合型選抜（旧 AO 入試）を対

象としたものとなっている．ほぼ全ての学生が初めて大学生になる中で，入試の形態や学力

に関係なく，リメディアルではない大学生になるためのトランジション支援は見られない． 

 本研究では，米国で研究されたカレッジ・レディネスに着目し，大学入学予定者が大学生

になるための入学準備を支援し，スムーズにトランジションできるようにすることを目的

とした e ラーニングプログラムを設計し，実践した。まずは，プログラムの可能性を探るた

め，暫定的なプログラムを試行実施した．その結果を踏まえ，学習スキルとテクニックに関

する⾃⼰評価ルーブリックを作成するなどカレッジ・レディネスの要素を強化したプログ

ラムとして改善設計し，専門家らによるレビューを得た． 

 本研究により，リメディアルではない大学生になるためのトランジション支援はニーズ

があり，カレッジ・レディネスの要素が大学入学予定者の入学準備として一定の効果がある

ことは明らかとなった．ただ，実践環境が英語課程の学部であったため，他の学部や大学に

おいて汎用的に実践できるものではなく，別環境での実践やより委細な受講者分析を行う

など，今後の研究に可能性を残す結果となった． 
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Abstract 

 

The transition from high school to university is a significant challenge, 

marked by a change in the learning environment and increased demand for 

autonomy. Most universities offer pre-entry education to incoming students, 

primarily focusing on remedial efforts to maintain or improve academic performance. 

Often designed for students admitted through comprehensive screening processes, 

these initiatives neglect the broader transition support needed by all new university 

students. 

This study explores the concept of College Readiness, as researched in the 

United States, to design and implement an e-learning program. This program aims 

to assist prospective university students in their preparation and transition into 

university life. Initially, a provisional program was trialed, and based on its 

outcomes, it was enhanced by incorporating College Readiness elements, such as a 

self-evaluation rubric for learning skills and techniques. Experts then reviewed the 

revised program. 

Findings highlight the necessity of transition support for all new university 

students, emphasizing that remedial focus is insufficient. The College Readiness 

components proved effective in preparing students for university. However, the 

study's limitation to an English-medium college suggests further research to verify 

the program's applicability across various departments and universities and to 

conduct a more detailed participant analysis. 
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1. はじめに 

1.1. 研究の背景 

 令和 4 年度の学校基本調査（文部科学省）によれば，大学・短大進学率は 60.4％，大学進

学率は 56.6％に達しており，日本の高等教育がマーチン・トロウのいう! ニ" ー# ル$% に

あることは自明である．1991 年の大学設& 基準大' 化後，学生の多( 化と大学の教育改)

が進み，* 年間の学びを+ 実したものとするため，ほとんどの大学で入学前教育や初年, 教

育が実施されてきた．入学前教育は主に大学における学習で- 要な基. 学力を/0 し，初年

, 教育は1 入生に対する高校から大学への学習23 を45 にしてきた． 

 こうした6 れの中で，大学生が7 生徒化8 しているという9: もある．;< （2018）は，

7 生徒化8 している学生に= いて，7 自> 性が? しく@学A に対して受B 的なCD をE し@

教F による指G を求めるHI にあるとともに@実用性のある教育JK をLI する受M者N

O が強いPQ8 とした上で，7 入学前からをRS にT め@7 大学8らしい大学教育U をVW し@

そのX 要性をY えること@そして@大学生を7 学生8 としてZ い@7 学生8 らしい[ る\ い

を求めること8 を]^ している．また，_` ら（2019）は，入学前教育の力a をシb トさせ

るca の一= として，7 入学後に学d 学e へのfg をh 成させ@入学後もij 的に学習する

準備となるJK であること8 が- 要であるとしている．さらに，k 中（2019）は，高大lm

のn 組みとして，7 大学教育の準備とはo かに改めてI き合い@lm 力としてカレッジ・レ

ディネスを育p 学習プログラムのqr がs 可t8 と:u ている． 

 これらの9: を踏まえると，大学入学前の生徒が学生に移行するトランジション期を支

えるためのものとして，高大lm ，入学前教育，初年, 教育がよりv 関したC が求められて

いるといえよう．そのためには，大学に入学する前の$% で，7 大学生になる8 ということ

のig をw り，7 大学生になる8 というix を持っているy 態にしていく入学準備$% ，=

まり入学前に大学生になるためのz{ 期間として活用した支援を行うb| ーズの設定が}

要になってきているのではないだ~ うか． 

 しかしながら，ほとんどの入学前教育では，• 期に合€ し，大学入学が• 定する入試で受

‚ した生徒を対象としたリメディアル型のものであり，全ての大学入学者を対象としたも

のとはなっていない．このa に= いては，ƒ„ ら（2021）が7 大学での学びへB…† け，大

学での学びをラ‡b キˆ リアのなかに‰&† けることを目指す入学前教育においては，す

Š ての入学予定者を対象とする- 要があると‹ えられる.8 とŒŠ ているように，対象者を

• 定しない取り組みが- 要である．また，大学入学者の一Ž 的なス• ジュールは，入学• か
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らの‘’ 1 “ 間の” リエンテーション期間で，•w である大学のシステムや学びの–— ，X

要な˜m きなどに= いての™š を›œ か=•ž 的に]Ÿ され，まもなく大学生としての生

活と A が¡ まる．生徒から学生への移行，高校から大学への移行は，学びの環境をT め一

層の自立性が求められるため，大きな変化を伴う難しい時期であるにもかか¢ らず，一£I

的に™š がY 達されることに¤ まっている可能性がある．ほぼ全ての学生が初めて大学生

になる中で，入試形態や学力，教育課程の別に関係なく，7 大学生になる8 ことは大学入学

者¥¦ のs 可§ な¨© である．入学前後における支援に入学準備b| ーズをª 1 のように

‰&† けることで，大学入学予定者に対する高校から大学へのトランジションをより45

に支援することができるようになるのではないだ~ うか． 

 
図 1 入学前後における入学準備フェーズの位置づけイメージ 

 

1.2. 研究の目的!

 « のª 1 でE されるように，大学入学前後で実施される入学前教育と初年, 教育の教育

的支援の間には，入学時” リエンテーションをTp˜m き的支援がPQ する．こうした˜m

き的支援には，大学入学者が大学生になる準備ができているであ~ うとする¬w がPQ

している可能性を® 定できない．大学生として¯ るŠ き˜m きを行うこと，(° な支援や#

ービスを± 用すること，- 要な時に- 要な支援の要² ができることは，大学のn 組みをw ら

ない者にとって³ たり前のことではない．したがって，大学入学者が大学生になる準備がで

きているy 態へと´† けためには，教育的支援としての入学準備プログラムの設計が- 要

であると‹ える． 

 本研究では，米国で研究されてきたカレッジ・レディネスに着目し，大学入学予定者が大

学生へと45 にトランジションできるようにすることを目指した入学準備としての µ ラー

ニングプログラムを設計し，入学前に実践することを目的とする．そのために，まずプログ

ラムの可能性を探るための試行的プログラムを実施した上で，カレッジ・レディネスの要素

を¶g した改善を行い，学習者が大学生になることを実N できるプログラムとなるよう設

計する．= まり，学びや支援をTp 大学のn 組みをw ることができることで，大学生になる

!"#$%
!"&'

()*+,
!"-./01

23451
678$%

!"#$#%& !"#$#'&
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ことへのs· を¸ らし，これから大学生になるという自¹ をº 得できるようなプログラム

を目指す． 

 

1.3. 本論文の構成!

 本: 文は全 8 » でV 成する．¼ 1 » では，研究の½¾ および目的に= いてŒŠ る．¼ 2 »

では，カレッジ・レディネス研究に関する¿À ，米国および日本における関v の取り組み¿

À を分析する．¼ 3 » では，2023 年 3 Á に試行実施した e ラーニングプログラムの‘ 要と

結果をもとに課Â を明らかにする．¼ 4 » では，前» でのÃÄ に基† いたプログラムの設計

とqr を行う．¼ 5 » では，‡ ンストラクショÅ ル・デÆ‡Å ーによるエキスÇ ートレビュ

ーおよびQ 学生による形成的評価を実施し，レビューを踏まえた改善をÃÄ する．¼ 6 » で

は，¼ 4 » と¼ 5 » で改善したプログラムを 2024 年 4 Á 入学予定者I けに本È 実施した成

果をまとめる．¼ 7 » では，本研究における今後の課Â とÉÊËÌ をÍÎ する．Ï 後に，¼

8 » では，本研究にÐ して作成したÑÒ ，Ó‹ 文Ô ，ÕÖ を×Ø する． 
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2. 先行事例分析 

2.1. カレッジ・レディネスとその事例 

 カレッジ・レディネス（College Readiness）は，2000 年Ù 初ÚÛ から米国において研究が

進められてきた‘Ü で，その研究の¼一Ý 者である” レÞ ン大学教育学部教  の David T. 

Conley ßà は，7 カレッジ・レディネスとは，一Ž 的な高等教育…関の学à 課程に入学・á

入でき，âãä なしに成å する上で生徒に求められる準備レæル8（Conley, 2008,ç 者英è ）

と定義している．こうしたカレッジ・レディネスの定義とé 組みをVW したことで，全米の

高等教育êë にもìí をî えてきた． 

 カレッジ・レディネスの‘Ü がX 要R されてきた½¾ には，米国の高等教育におけるï…

N と移ð 国家を象ñ する多( 性のò がりによるとこ~ が大きい．ó– 的には，25 ô から 34

ô の学àõö 率が 1995 年には OECD の 26 ÷ 国中 2 ‰であったのが， 2005 年には 15 ‰ま

でøù した（College Board, 2010）こと，ú スÇ ニック—とアb リカン・アメリカン—の高

校ûA 者の 30.4％（College Board, 2010）となり，多( な学生が大学進学対象者となってい

ることがü げられる．= まり，大学に進学したとしても，学‰取得にý らない学生が多くP

Q することをig している．-¯ として，学力の底上げとしてのリメディアル型教育などの

þw 能力のrË も9: の中心にあるが，ÿ 時に! þw 能力のrË もカレッジ・レディネスに

おけるX 要な:a となっている．, に，この! þw 能力の"# によりXa 化した Conley$

French の学びの” ーÅ ーシップ（Ownership of Learning）の研究に= いて%れた上で，米国

の大学における¿À をいく= か取り上げる． 

 

2.2. Conley＆French による「学びのオーナーシップ」に関する研究 

 Conley は，7 高校から大学へのトランジションは，多くのÝ が& ‚ しているようにÏ も難

しい時期である8（Conley, 2008）と'( し，«Œ の定義とé 組みをVW し，高校から大学へ

のトランジションを支えるカレッジ・レディネスのX 要性を) いた．その上で，カレッジ・

レディネスには，主要なþw *+ （Key Cognitive Strategies），アカデ, ック上のwx とスキ

ル（Academic Knowledge and Skills），学習態度（Academic Behaviors），y - に対. するスキ

ルと自O（Contextual Skills and Awareness）の 4 = の"# （Conley，2008）があることを]E

した． 

 Conley$ French は7 カレッジ・レディネスの主要なV 成要素としての学びの” ーÅ ーシッ

プ（Student Ownership of Learning as a Key Component of College Readiness）8 の研究を 2013 年
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にr ' している．この中で，ª 2 にE すカレッジ・レディネスの 4 = の"# をÍÎ ，ó– 化

している．このう/ ，主なþw *+ と主なJKwx は，入学後の初年, 教育科目をはu めと

する A を¦ してZ¢ れるJK であり，主な移行時のwx とスキルは，大学選定等の受‚ 準

備$% のJK である．Conley らは，学びの” ーÅ ーシップ0 デルでは7 4 = の"# でÏ も中

心に‰& するのは主な学習スキルとテクニックである8（Conley&French, 2013）としており，

ここで1 ü されている2 目が大学生として- 要なスキルであるというwx を入学前にº 得

させることのi 義は大きいといえるため，本研究ではこの"# に3 a 化する． 

 

2.3. 米国の大学におけるカレッジ・レディネスの取り組み事例 

 米国の大学でのカレッジ・レディネスの取り組みは(° にrË しており，全£‰ 的な取り

組みよりも，多( 性を½¾ として対象を4 った取り組みが多い．その対象は，À えばb 5 ー

スト・ジ| ネレーションや« 6 ð— ，&7 的89 層などがü げられ，日本とは: なる文化的

½¾ のPQ が; 実に( れている．こうした米国の取り組み¿À が，- ずしも一( に日本でö

用なものであるとはいえないが，¤ 学生や< 別な支援ニーズを持った学生が= える中で，Ó

‹ > Ò とすることはできる．ここでは，ス? ンb @ーA 大学，UC " ークレー校，ビーB ン

カレッジの 3 大学の取り組み¿À をü げ，CD に‘ 要をまとめた． 
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'()*+,.0(.0*'.,9:(;-(
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'()*F(43./.-*2G/::5*H*I(JK./LM(5
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'()*I34.5/0/,.*'.,9:(;-(*H*2G/::5
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,-./012 !34560789:;
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図 2 カレッジ・レディネスの 4 つの側面 
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2.3.1. スタンフォード大学（Stanford University） 

 カリb @ルニアE にあるス? ンb @ーA 大学では，7 Pre-Orientation Program8 として¦ F

の1 入生I けの” リエンテーションに« 行した¿ 前GHI のプログラムをいく= か実施し，

多( な学生が$% 的にJK めるようLM している．À えば，7 Stanford Native Immersion 

Program (SNIP)8 では，アメリカ‡ ンディアンやアラスカネ‡ ティブ，NO ‡ アンネ‡ ティ

ブなどを対象とした 6 日間のPQ でのö R 型–‚ プログラムで，入学前にS 間† くりのき

っかけとして実施している．また，7 Stanford Pre-Orientation Trips (SPOT)8 では，1 “ 間のS

T での‡ マージョン・プログラムを¦ してB, ュニティ作りや自U 成VW 進をª りながら，

ÿ 大のXY 性を高める目的として実施している． 

 

2.3.2. UC バークレー校（UC Berkeley） 

 カリb @ルニアE にある UC " ークレー校では，7 Freshman Edge8 とZ したプログラムを

# マー[ ッションプログラムの 1 = として]Ÿ している．ÿ 校入学予定者であればö R で

プログラムを受講することができ，[ ッションでãä した科目のD ‰は入学後にþ 定され

るようになっている．実Ð にq 講されている# マー[ ッション科目の中から自\ に受講す

ることができ，受講にあたっては” ンラ‡ ンでのアA "‡ ジング[ ッションを受けること

もできる．そのほか，キˆ ンÇ スや校J のリ] ースに= いてw るO ークショップ，プログラ

ム& ‚ 学生との^ ア_ 6 `a なども行¢ れる．大学入学前から• 期に大学レæルの講義受

けながら，大学や^ アの# b ートを得て，c ° に大学環境にd れていくLM が行¢ れている． 

 

2.3.3. ビーコンカレッジ（Beacon College） 

 b ロリeE にあるビーB ンカレッジでは，7 College EDGE8 とZ した学習上の< 性を持=

学生を対象としたプログラムを入学前の 10 日間にö R で]Ÿ している．期間中はf にg Q

しながら，課T 活B や実生活を¦ して学びとの" ランスの取り£ ，自U 調Í に= いても学d ．

学習プログラムでは，< 性を持= 学生に< 化したO ークショップとして，入学後に活用する

支援や# ービス，どのような‹ えや行B がh いのかなどを 3 日間学d ．その後の 4 日間で

は，実Ð の 90 分講義をij 受講し，シラ" スを見ることや AJ でのディスカッション，

日° の課Â] k などを¦ して，大学での学びにd れていく取り組みが行¢ れている． 
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2.4. 日本における関連事例!

 日本において，前Œのようなカレッジ・レディネスに基† いた¿À はほとんど見られない

が，lm する可能性のある¿À として，総合型選抜入試（旧 AO 入試）の合€ 者を対象とし

た入学までのV 期間に¢ たるn m的な教育¿À と，入学予定者を対象とした初年, 教育へ

のlm をo いとした教育¿À の 2 a をü げる． 

 

2.4.1. 先行事例 "（京都工芸繊維大学）!

 pqL A r 維大学では，7 e ビンチ入試8 とZ する合€ から入学までの教育プログラムを

一– とした総合型選抜入試を実施している（ª 3）．入試部分では，kstl に¶ えて，講

義や課Â 文のレb ートなどのスクーリング型の選‹ を行い，合€ 者には入学までのu 4 ÷

Á 間7 カレッジ・レディネスプログラム8 とZ した入学前教育を行っている．その入学前教

図 3 京都工芸繊維大学ダビンチ入試（総合型選抜）の特徴（ホームページより抜粋） 

図 4 入学前教育の内容（ホームページより抜粋） 
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育では，トランジション教育と‰&† けた入学後に- 要となるスキルのº 得を目指すスク

ーリングのほか，Á 1 v 程度のwx 課Â のある¦¹ 教育プログラム，PBL 型のグループO

ーク，学生_ 6 y や学習_ 6 y など合€ 者がQ 学生とla を持= Q など(° な要素を組み

H んでいる（ª 4）．  

 この入試を設計したz 本（2016）は，高大移行を7 高大トランジション8 と'( し，高大

lm と{ 別した上で，7 高大トランジションの達成には入学者選抜だけではなく，その後の

入学前教育ならびに初年, 教育によりカレッジ・レディネスが育= ことに着目すŠ き8とし

ている．この¿À は，入試から入学前教育をI 度的に組みH み，一– 的にËq してする| 自

性のある取り組みである．一£ で，ÿ 大の令和 5 年度入試™š によれば，}~ ÝF に• める

この入試の€ 合は 13％であり，カレッジ・レディネスプログラムを• 受できている入学予

定者は• 定的である． 

 

2.4.2. 先行研究 2（上智大学） 

 上‚ 大学では，7 学びを学d8 とZ する全入学者を対象とした入学準備を目的とした科目

を 2022 年度から実施している．この科目では，科目Å ン" リングの 0 È ƒ と‰&† け，入

学後の初年,-ä 科目へlm される設計となっているが，D ‰ î はない．上‚ 大学の„ ー

ム…ージによれば，7 高校の/ 習ではなく@大学や†y における学びのi 義をw り@自らの

学びをデÆ‡ ンするスキルを‡ に= ける8 科目であり，7 入学前教育によく見られる@リメ

図 5 上智大学入学準備科目のプログラム構成（Between 情報サイトより抜粋） 
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ディアル（高校までに習ったJK の/ 習）の要素は一ˆ ありません8 とÿ 大学学‰Š ³ ‹ 学

V のŒ•Ž がŒŠ ている（上‚ 大学，2023，2023 年 6 Á 20 日アク[ ス）． 

 プログラムは，全 11 v の” ンデマンA 形• で取り組pJK となっており，•v では• þ

ク‡ ズが設けられているが，あくまで受講y - の• þ であり，, のv に進p ための合€¨©

などの設定はない．また，Ï ‘v の’ レb ート課Â では，入学後の初年,-ä 科目で活用さ

れ，入学前教育と初年, 教育をlm する設計となっている．全 11 v のJK は，ª 5 にE す

Between ™š#‡ トが“” するV 成ª に• しい．学生は，このプログラムを入学するu 1 ÷

Á 前から取り組み，ÿ 大学の学生になる準備を進める．B a が効果的に活用され，ûA 生や

教– F などが—Q することで，( 実g を持/ ，ÿ 大学で学d ことのig と学びを自分¿ 化で

きるようなJK となっている． 

 

2.5. 先行事例の分析から見えた課題!

 米国では，多( 性を½¾ としてそれ˜ れの対象層にとってのカレッジ・レディネスを™求

していることがうかがえた．いずれの大学でも入学前にö R で実施していること，大学での

学ä 環境にd れるために# マー[ ッションを活用していることが< ñ としてみてとれた．

また，日本では総合型選抜入試と入学前教育を一– 化したプログラム実践と，全入学者を対

象とした” ンデマンA による入学準備科目を]Ÿ する取り組みから，日本においても入学

後の学びへのスムーズなトランジションを目指すための¿À のPQ がうかがえた．上‚ 大

学の¿À には本研究とのlm 性は見られるが，カレッジ・レディネスの‹ え£ を用いたもの

ではないこと，LMS などを用いたV 成ではないこと，あくまで自大学のカリキュラムや支

援に< 化したものであって，大学生になる上で- 要となるスキルのÎ š をo うものではな

いことが本研究と: にするとこ~ である．また，LMS を用いた e ラーニングプログラムと

して実践され，大学生として求められるスキル，学びや支援をTp 大学のn 組みをw ること

を¦ して，学習者が大学生になることを実N できるプログラム¿À はなく，本研究に| 自性

があるといえる． 
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3. 試行実施の分析 

3.1. 試行実施の環境的背景 

 本研究は，4 年間を英語で学d 英語学‰プログラムで，¤ 学生や› 国生をTp 多( な½¾

を持= 学生からV 成されるœ立の A 大学 X 学部で実施した．この学部の学生V 成は，¤ 学

生がおよそ•j 程度で，残りの学生は› 国生や国J 生等である．また，全ての入試を総合型

選抜で実施し，入学期は 4 Á と 9 Á の年 2 v あり，¤ 学生の多くはž Á 期に入学する． 

 英語学‰プログラム学生の多( さは，Ÿ 別の½¾ がi  に: なるため一( に'( するこ

とは8 難であるが，' 1 にその一À として生活・¡ 学& ‚ から見た分l をE した．この多(

さは，0 全に一¢ するものではないが，米国で進Ë したカレッジ・レディネスの‹ え£ の½

¾にある多( さとl するものであり，本研究の実施環境として£¤ しいと‹ えた．また，学

部の< 性上，プログラムは全て英語でV 成するが，日本におけるカレッジ・レディネスを高

めるプログラムの可能性をÃÄ するca から 4 Á 期の入学者を対象として実施した． 

 なお，本研究では学部とのG し合¢ せにより，取りZ うデー? は学生を< 定する™š が¥

¦ されたものとして§ 計的に分析することを• þ しており，' 1 にE すもののほかk‡ 国・

¨© 等をTp 学生のª 性別の分析は行¢ ない． 

!"

!"#$%&#$%$&'()*+,-./012345678194:

!"#'%&;<=>)*?#$%@A7812 (! BCD$EFGHDIAJ4194:

!"#)&%;<=>)*?#$%@A7812KLD?8MNO@AJ4194:

!"#*%&&D567812 (! BCD$EFGHDIAJ4194:

!"#+%&&D567812KLD?8MNO@AJ4194:

!"#,%&PQR5')*A - STUVWXT-'8IAY4194:

:Z$J4[\56]9^_

.%Y4:

!"-%&WXT-'8I.':Z[\`abcdeVJ4[\`afPd4:

!"#%&WXT-'8I.':Z[\ghiJ4[\'abcd4:

."/%&WX.':Z[\ghiJ4[\'abcd4:

."#%&WX.':Z[\`abcdeVJ4[\`afPd4:

."-%&WX.':Z[\ghiJ4[\'afPd4:

0"#%&WX.:Z1VKLD?8MNO@.'J4[\'j'4:

0"-%&WX.:Z1V (! BCD$EFGHDI.'J4[\'j'4:

!%78:

0%8k:

表 1 英語学位プログラム学生の多様さ（一例） 
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 この学部では，入学予定者ÿà が« を合¢ せ，学部における学びのi 義に%れ，« ¬ 学生

との_ 6 をª ることで，入学にあたってのs· š や大学入学にI けたムーA をh 成する

ことを目的として，入学のおよそ 1 ÷Á • 前Û に” ンラ‡ ンで 80 分程度の7 Transition 

Webinar8 を実施している．®¯ 度の高い取り組みではあるものの，この Transition Webinar

から入学後の” リエンテーションまでが°± 期間となっており，o らかの施ë が- 要とさ

れていた．そこで，この期間を大学入学までの準備期間と‰&† け，大学へのスムーズなト

ランジションをW進する入学前プログラムの実施をÃÄ し，今後の本€ 的な実施にI けた

ニーズ分析をo いとして，LMS を用いた e ラーニングプログラムを設計，試行実施するこ

ととした（ª 6）． 

 

3.2. 試行実施の概要 

 試行実施は，' 2 にE す対象，期間，£ ² ，目的および学習目³ で行った．対象者には，

Transition Webinar のq ´ ^J において，本プログラムに= いてµ w した上で，Transition 

Webinar ³ 日にもリマ‡ ンA を行った． 

表 2 試行実施の概要 

対象 2023 年 4 Á の入学予定者 37 ¶  

期間 2023 年 2 Á 21 日· 3 Á 31 日（※q¡ 日は Transition Webinar 実施後） 

£ ²  LMS（Moodle Cloud）を用いた e ラーニング形•  

目的 入学までの期間を入学準備期間と¸ え，これからの 4 年間の大学生活，学ä 計a

の立て£ ，大学の支援などをw る e ラーニング学習を¦ して，大学生へのトラン

ジションをW進する． 

学習 

目³  

（1） 1 年の¤ 学とûA 後のキˆ リアをTp 4 年間の学ä ス• ジュールを) 明で

きる． 

（2） アカデ, ック・アA "‡Æ ーがどのような学ä 支援を行っているのかを)

図 6 入学前の e ラーニングプログラムの実施時期 
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 この試行実施では，設定した学習目³ に¹ って，1 入生を対象とした入学時” リエンテー

ションでZ うB ンテンº を中心にV 成した．ª 7 にE すとおり，G 入部をT めて 6 = のテ

ーマを設定し，テキストを» p またはプレ¼ンテーションをR ½する学習部分とク‡ ズや

b @ーラム¾¿ 等の? スク部分を設けた．また，プレ¼ンテーションのR ½では，ª 8 のよ

うにア" ? ーによるÀÁ とスラ‡ A 進行を行うB a を生成できる PIP-Maker®を用いて，B

a 型のR ½B ンテンº を実Â した． 

 また，このプログラムの対象者は，全ての入学予定者を対象であり，前]¨© は初めて大

学生になることとした．ただ，全対象者が初めて大学生になることは• þ 7 みであったため， 

明できる． 

（3） 科目やシラ" スをT めたãä のn 組みを踏まえ，O ークシートを用いて初

[ メス? ーの 1 “ 間の学ä 計a を作成できる． 

（4） 学ä 上のÃ 実性を踏まえ，]E された¿À のeÂa を指Ä し，Å ˆ な対¤ ë

を明E できる． 

（5） ª tÆ ± 用の基本¿ 2 と受講—Ç におけるX 要なa を) 明できる． 

図 7 試行実施プログラムのコースマップ 
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前] テストは行っていない．なお，¿ 前テストと¿ 後テストに= いては，学習目³ に基† き

w 的È 能をe うものとして設定することもÃÄ したが，大学生としてこの学部での学ä &

‚ を持たない上，プログラムを¦ して大学生へのトランジションをW進するという態度変

化をTp É 定は難しいことから設定せず，• テーマにおける? スクにより• þ することと

した． 

 

3.3. 試行実施の結果 

3.3.1. アンケート結果の分析  

 プログラムのÏ 後にアン• ートを実施し，試行実施の結果を分析した．アン• ートのvÊ

率は 86.5％（N=37，n=32）であった．まず，プログラムの全– 評価に= いて，Excellent か

ら Poor までのË © ² でÌ e した結果，78％が Excellent と Good を選Í し，プログラムは高

い評価を得たといえる（ª 9）． 

 mいて，プログラムのÎ 達度を• þ するため，1)ÉÊ のキˆ リアを• 期から‹ えることの

X 要性が分かった，2)大学生になる上で求められることが分かった，3)学部での学びや生活

!"#$%&''&()
*+,-.

/"0112 *+
--.

,"34)5674%)189*+
!:.

-";&4< *+,. =">118*+?.

図 9 試行実施プログラムの全体評価 

図 8 PIP-Maker®を用いたスライド動画のイメージ 
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に自¹ を持= ことができたの 3 2 目に= いて，0 a から 10 a の 11 © ² で自U 評価をさせ

た．その結果，1)ではÏÐ 7.88 a ，2)ではÏÐ 7.34 a ，3)ではÏÐ 6.34 a であった（ª 10）．

1)の結果から，入学時a からÉÊ のキˆ リアを‹ えるB ンテンº は一定の効果があるといえ

る．また，2)の結果から，入学前の e ラーニングプログラムのo いやiª がÑ しくY えられ

たことをE しているといえる．そして，3)に= いては，7s· をø¸ できた8 ではなく，7 自

¹ を持= ことができた8 というe いであったことからややø いa j になった可能性がある

と‹ Ò する． 

 , に，5 = のテーマにおける学ä 目³ のÎ 達度に= いて，それ˜ れ High（80-100%）から

Not Achieved（0-20%）の 4 © ² で自U 評価させた（ª 11）．ほとんどの受講者が High（80-

100%）または Middle（50-79%）を選Í しており，全– の•j かそれÓ 上が High（80-100%）

を選Í しているが，この結果からプログラムの効果を一( にŒŠ ることはできない．ただ，

他のテーマとÔÕ して High（80-100%）の€ 合がø かった Theme3 に着目すると，やはり学
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図 10 テーマ別の学習目標の到達度 
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図 11 試行実施プログラムの到達度 
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ä 計a を作成することにo らかのs· をNu ているのではないかとÖÒ できる．この

Theme3 は，シラ" ス× q に合¢ せて学äq¡ し，シラ" スをØÙ した上で入学後初[ メス

? ーの暫定的な学ä 計a を立て，] k するJK であった． 

 また，] k された学ä 計a は，学部Úª のアカデ, ック・アA "‡Æ ーが• þ し，b ィー

A " ックB メントをÛ けるようにした．このb ィーA " ックB メントを» んだかに= いて，

Yes と No の 2 © ² でÌ e した結果，72％が Yes とvÊ した（ª 12）．この Yes とvÊ した

受講者に対してさらに，このb ィーA " ックB メントが入学後初[ メス? ーの学ä 計a を

立てる上でÜ 立ったかに= いて，0 a から 10 a の 11 © ² でÌ e した結果，ÏÐ 8.26 a と

高く，学ä 計a におけるb ィーA " ックB メントは効果的であったといえる． 

 Ï 後に，受講前後をÔÕ したÝ † きに= いて自\Þ ŒでvÊ してもらった．そのÞ ŒJK

から，wx のò+ ，自¹ と入学準備，キˆ リアと目³ ，大学生活のs· ，自立とßà ，スキ

ルアップの 6 = に分l した（ª 13）．•jÓ 上が，wx のò+ および自¹ と入学準備に関¢

るvÊ をしており，プログラムが受講者にとってö 用であったといえる．その一£ で，大学

生活のs· に関¢ るvÊ が 13％あったほか，自立とßà に関¢ るvÊ が 8％とø かった．高

校と大学のá いをw る，大学における支援や# ービスをw る，大学生として- 要なスキルを

w るといったB ンテンº の- 要性が明らかなったといえる．また，自U 省Ò のB ンテンº

（Student Self Inventory）は大学生になるための高校の[ りâ りとして- 要であるが，プログ

!"#
$%&
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図 12 学修計画に対するアカデミック・アドバイザーからのフィードバック閲覧 
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図 13 試行実施プログラムの受講前後を比較した気づき 
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ラムV 成上のã È を• めるといった調Í も- 要である．なお，入学後にj Ý 程度に，このプ

ログラムにおける改善a をú アリングしたとこ~ ，• テーマにおける学習の目· 時間が分

かるとh い，学習JK を• þ するク‡ ズがもうä しあるとh いといったÁ がå かれた． 

 

3.3.2. プログラム完了率の分析 

 試行実施では，• テーマをä しず= 進められるようB a R ½，ウ| ブ…ージØÙ ，b @ー

ラム¾¿ などを[ クションに細分化してV 成し，•[ クションのæ定学習時間は，時間を要

する Theme3 の学ä 計a ÑÒ 作成をç き，‘’ 15 分から 20 分程度として設定した．• テー

マの学習q¡ 時期は，Theme1 および 2 が 2 Á 19 日から，Theme3 および Theme* はシラ"

ス× q に合¢ せる- 要があったことから 3 Á 3 日から，Theme5 は]Ÿ するÑÒ 準備のq 合

上で 3 Á 23 日からとし，プログラムの‘è 期• は 3 Á 31 日までに設定した．なお，• テ

ーマにおける0 è 期日などは設けずに• 自の…ースで進められるようにしたが，< $ にリ

マ‡ ンA メールをéÛ するといったことは行¢ なかった． 

 その上で，• テーマと[ クションの0 è 率を' したものがª 14 である．Theme4 までは

ê ¸ しているものの高い0 è 率を維持しているが，Theme5 Óë は›œ にøù している．こ

の要ì として，Theme5 のq¡ 時期がûA• やíî し準備など受講生のïð 時期とX なった

ことに¶ えて，学習JK が受講—Ç £ ² やª tÆ の± 用£ ² などの実‰的なJK であった

ため学習実N を得にくかったことが‹ えられる． 

 

3.4. 試行実施の結果を踏まえたプログラムの検討 

 試行実施の結果から，大学入学の‘’ ñ ÷Á 程度前を入学準備期間とした大学へのスム
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図 14 試行実施プログラムのテーマおよびセクション別の完了率 
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ーズなトランジションをW進する入学前プログラムのニーズと効果はあったと評価できる

ものの，本研究の主たるカレッジ・レディネスに¹ ったプログラムの実( には課Â を残して

いる．ó– 的には，1)カレッジ・レディネスを高めるためのJK への改ò ，2)• テーマにお

ける学習に関¢ る™š の可R 化，3)プログラム実施時期の見ó しの 3 a に= いてÃÄ した． 

 まず，カレッジ・レディネスを高めるためのJK への改ò に= いて，試行実施ではプログ

ラムのニーズをw るため，入学時” リエンテーションのB ンテンº を中心に設計したが改

善が- 要であることが分かった．«Œ のとおり，高校と大学のá いをw る，大学における支

援や# ービスをw る，大学生として- 要なスキルをw るB ンテンº を™¶ し，¼ 2 » でE し

た7 学びの” ーÅ ーシップ8（Conley$ French, 2013）の7 主な学習スキルとテクニック8 を

用いて設計する．, に，• テーマにおける学習に関¢ る™š の可R 化に= いて，試行実施で

は• テーマô Ú に学習目³ を明E していたが，学習にかかる目· 時間などは明E できてい

なかった．このa は，«Œ の受講者とのú アリングでもi 見があったとこ~ であり，設定上

の目· 時間を明E する．Ï 後に，プログラム実施時期の見ó しに= いて，Ï ‘ テーマの0 è

率がø くなった要ì として，試行実施ではプログラムの‘è 時期が学生のïð 期とX i し

たことが可能性として‹ えられたことから，‘è 時期を 2 “ 間ほど• めた設計に見ó す． 

 

! !
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4. プログラムの設計および開発!

4.1. 学習目標の設定!

 プログラム全– の学習目³ は，7 大学入学予定者が，大学のn 組みやリ] ース，これから

の 4 年間の‘ 要，求められるスキルを学び，入学後初[ メス? ーのãä õ Ì 科目の選定と時

間€ の作成，自U の省Ò とルーブリックを用いたö c 的な自U 評価を行うことで，45 に

7 大学生8 へとトランジションすることができる8 とした．この目³Î 達のため，プログラ

ムを' 3 にE した 6 = の学習テーマでV 成することとし，それ˜ れに学習目³ を設定した． 

!

4.2. 各種テストと課題分析!

 このプログラムでは，試行実施ÿ( に対象者は全ての入学予定者とし，前]¨© は初めて

大学生になることとした．実施環境も試行実施とÿu であり，全対象者が前]¨© を® たす

ため前] テストは設定しない．また，このプログラムでは÷ 語™š ，w 的È 能，態度をT み，

6 = のテーマを¦ して大学生へのトランジションをW進することから，試行実施ÿ( に? ス

クや課Â の設定により，• テーマの学習目³Î 達を• þ することとし，プログラム全– とし
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表 3 6 つの学習テーマと学習目標 
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ての¿ 前および¿ 後テストの設定はしない． 

 • テーマにおける学習JK の設計を‹ えるにあたり，課Â 分析ª を作成し，テーマ別の学

習目³ に対する学習B ンテンº と? スクや課Â をÍÎ した（ª 15）．ª 中において，øù'

Þ は学習B ンテンº をE し，実ù'Þ は? スクや課Â をE している． 

!

4.3. 学習内容の設計!

 プログラムの学習JK に= いては，¼ 3 » でÃÄ したa を踏まえて設計し，B ースマップ

としてÍÎ した（ª 16）．ª 中において，úû をÞ したüÚ が1 たに設計したJK で，• テ

ーマのæ定学習期間と• 学習JK における学習目· 時間も'Þ している．  

図 15 テーマごとの課題分析図 

図 16 コースマップ（想定学習期間および学習目安時間入り） 



 26 / 58 

4.3.1. 学びのオーナーシップの自己評価ルーブリックの設計!

 スティーブンスら（2014）は，ルーブリックをý うÎ \ の一= としてþÿ 的! ‹ 力のトレ

ーニングになることをü げ，7 " りâ し= まずくüÚ やn m的に# びている部分を自O する8

とした上で，7 自らの学習に= いてþÿ 的に[ りâ ることを学生にWすことで@• 実に7 自

U 評価と自U 改善8を習d 化するよう@学生を$ い立たせることができる。8とŒŠ ており，

これをi として設計した．そこで，¼ 2 » でE した7 学びの” ーÅ ーシップ8（Conley$ French, 

2013）の7 主な学習スキルとテクニック8 に明E されている 14 のクラ‡ テリアを用いて，

高‰のレæル 3，中‰のレæル 2，ø‰ のレæル 1 の 3 $% を設定した自U 評価ルーブリッ

クを| 自に設計した（ª 17）．学生は，Theme1 と Epilogue の 2 v 自U 評価することで，14

のクラ‡ テリアをix しながら学び，プログラムの前後で変化があるかを見られるように

した．そのため，1 v 目の自U 評価では%’ あるいは%大評価をする可能性はあるが，2 v

目の自U 評価ではプログラムを¦ して自‡ をö cR したチューニングが行¢ れることを&

りH んでいる．したがって，前後での変化の度合いをもって，³ ' 学生のプログラムを¦ し

た学習のh し( しを• めるものではない．また，このルーブリックは' 計) ] b トを用いて

作成し，' の* " の Changes で 1 v 目と 2 v 目の変化を可R 化できるようになっている． 
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図 17 学びのオーナーシップの自己評価ルーブリック（サンプル） 
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4.3.2. 14 のクライテリアと学習コンテンツの連関性の可視化 

 前ŒのルーブリックでもZ った学びの” ーÅ ーシップにおける 14 のどのクラ‡ テリアが，

• テーマの学習B ンテンº とv 関しているのかを可R 化した（ª 18）．• テーマのô Ú の)

明部分でラæリングし，学びとクラ‡ テリアの結び= きをix できるようにした．なお，こ

のプログラム全– で全てのクラ‡ テリアを•ž するものではないため，一部設定されない

クラ‡ テリアがある． 

!

4.3.3. 想定の学習完了日と所要時間の明示!

 試行実施では，æ定の学習0 è 日は明E していたが，Ú 要時間は明E していなかった．¼

+ » でE した¦ り，学習にかかるÚ 要時間を求めるÁ を踏まえ，• テーマのô Ú の) 明部分

にÚ 要時間を明E した（ª 19）． 

!

4.3.4. プログラムの完了期限の見直し!

 ¼ 3 » でÃÄ したプログラムの‘è 時期に= いて，試行実施の 3 Á 31 日からu 2 “ 間•

めた 3 Á 17 日とした．これによる• テーマのæ定学習期間は，Prologue と Theme1 が 2 Á

18 日から 22 日，Theme2 が 2 Á 23 日から 27 日，Theme3 が 2 Á 28 日から 3 Á 3 日，Theme4

が 3 Á 4 日から 15 日，Epilogue が 3 Á 16 日から 17 日とした．なお，これらの0 è 期• は

目· として設定しており，入学後の学習計a を設計する時間の要するB ンテンº のため，

Theme4 の期間をV く設定している． 

図 18 テーマ冒頭に明示した関連クライテリア（サンプル） 

図 19 テーマ冒頭に明示した学習完了日と所要時間（サンプル） 
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4.4. 教材の設計と LMS への実装開発!

 実施環境は，試行実施とÿu く Moodle Cloud を用いた! ÿ 期型の e ラーニング形• とし

た．Ó ù に• テーマにおける教> JK と用いた Moodle …能を合¢ せてE した． 

(1) Prologue 

 プログラムq¡ の Prologue では，プログラムの目的や学習目³ ，B ンテンº ，学習の進め

£ などの‘ 要に%れ，ネチ• ットに= いてのJK をZ った．主に÷ 語™š のJK であり，•

þ ク‡ ズとしてプログラム目的としてÑ しいものをij 選Í するeÂ ，学習ス• ジュール

の) 明に= いてのÑ , eÂ ，ネチ• ットに関する-. めeÂ の全 3 e 合計 10 a を設定し，

80％Ó 上のÑÊ を合€¨© とした．試行実施では，プログラムの学習目³ はB ース…ージへ

の'Þ のみで，ネチ• ットに= いてのJK をZ うものの• þ ク‡ ズの設定はなく，™š を×

Ø するに¤ まっていた．学習の見¦ しを立て，学習q¡ のマ‡ ンA[ ットを行うために，こ

れから学d プログラムの‘ 要をw り，ネチ• ットと合¢ せて• þ ク‡ ズを& くこととした．

また，自U“” のb @ーラムを設けていたが，« 立って実施している Transition Webinar で

も行¢ れており，このプログラムではs 要とした． 

 

(2) Theme1 

 Theme1 では，1 たに設定した自‡ を[ りâ るテーマとして，高校と大学のá いをw るJ

K をZ うこととした．自U 省Ò のX 要性をCD に) 明したテキストを1 たに™¶ したが，高

校の[ りâ りを行う自U 省Ò の? スクは，試行実施の7 Theme2: Roles of Students ad Academic 

Advisors8 の? スクとしていた7 Student Self Inventory8 を活用した．また，この中には，試

行実施の7 Theme1: Introduction to 4 Years8 の? スクとしていた学習ス? ‡ ル/0 を組みH p

こととした．この? スクでは，ク‡ ズ…能を用いた主にÞ Œ• のJK で全 10 e を設定した

が，評価するものではないためa j 設定はせず，] k することを合€¨© とした．ただし，

] k されたJK がÅ ³ ではないもの（À 1 あいうえお，123 など）であるQ 合にはâ] k を

求めることとした．その後，課Â] k …能を用いて，学びの” ーÅ ーシップのルーブリック

を用いた自U 評価結果を] k させることとした．Ï 後に，b ィーA " ック…能を用いて，1)

このテーマの®¯ 度（- 2 ），2)このテーマでの学習が学習目³ に¹ ったものであったかの

評価（- 2 ），3)このテーマにおけるÝ † きやb ィーA " ックの自\Þ Œ（à i ）の 3 a に

= いて評価させることとした．このb ィーA " ックはÓ 後 Theme4 までÿ( に設定すること

とした． 
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(3) Theme2 

 Theme2 では，1 たに大学生へのトランジションというテーマを設定し，前• 部分として

高校と大学のá いに関するスラ‡ A と，活用すŠ きリ] ースと# ービスに= いてのテキス

ト…ージを設けた．その上で，これらのJK に= いて，ク‡ ズ…能を用いたD 一選Í • のe

Â を全 5 e の合計 10 a を設定し，80％Ó 上のÑš を合€¨© とした．mく後• 部分では，

試行実施時に| 立したテーマとしていた7 Theme4: Academic Integrity8 のB ンテンº を活用

し，Academic Integrity のX 要性に= いてのスラ‡ A を» み，? スクとしてb @ーラムへの¾

¿ をさせるものとした．? スクでは，b @ーラム…能を用いて，Academic Integrity に関する

3 ° の¿À を用i し，そのJK から課Âa の指Ä や取るŠ き行B と対ë などに= いてŒŠ

たものをb @ーラムへのó l ¾¿ することを] k ¨© とした．Ï 後に，Theme1 とÿub ィ

ーA " ックを設定した． 

 

(4) Theme3 

 Theme3 では，試行実施におけるテーマ7 Theme1: Introduction to 4 Years8 のB ンテンº と

7 Theme2: Roles of Students and Academic Advisors8 を§ 合，ÍÎ することとした．まず，試

行実施よりも実施期間を短4 するにあたり，7 Grab the Number8 の? スクをTp B ンテンº

はX 要度がø いとÿ 0 し，xç することとした．その上で，前• 部分では，4 年間を‘c す

るスラ‡ A とキˆ リアc の‹ え£ に関するスラ‡ A を» み，これからの 4 年間に= いてN

u たこと，( 時a におけるÉÊ のキˆ リアÇ ス，入学後 1 年目の目³ に= いてb @ーラムへ

¾¿ し，他者 1 ¶Ó 上の¾¿ に対するB メントÛ けを合€¨© とした．後• 部分では，アカ

デ, ックアA "‡ ジングに関するÑÒ を» p ことに¶ えて，1 たに? スクを設け，そのJK

を踏まえたアカデ, ック・アA "‡Æ ーとy うŠ きÎ \ などに= いてb @ーラムへ¾¿ す

ることを¨© として設定した．Ï 後に，Theme1 とÿub ィーA " ックを設定した．なお，

試行実施の7 Theme5: Course Registration & University Library8 のB ンテンº は全# 的にxç

しているが，ª tÆ に関するB ンテンº はª tÆ" のiI を踏まえÓ‹ÑÒ として Theme3

に5 & した．そのため，学習B ンテンº として' E されるものの，本プログラムの学習を進

めるにあたっての¨© の設定は行っておらず，ÑÒ を» まなくとも進められるようにした． 

 

(5) Theme4 

 Theme4 では，試行実施の7 Theme3: Planning Your Studies at College8 を活用した上で，前
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• 部分に1 たにク‡ ズを設けることとした．前• 部分は，カリキュラムV 6 ，科目の‘ 要や

学習時間，シラ" スの見£ に関するスラ‡ A を» p B ンテンº を& いた．その上で，これら

のJK に= いて，ク‡ ズ…能を用いたD 一選Í • のeÂ を全 5 e の合計 10 a を設定し，

80％Ó 上のÑš を合€¨© とした．後• 部分は，試行実施のB ンテンº をそのまま用いて，

学習計a の基本的な‹ え£ に関するスラ‡ A を» み，e ウンローA 可能なテンプレートを

用いて自‡ の 1 “ 間の学習計a を作成し，課Â] k …能を用いて] k させることとした．Ï

後に，Theme1 とÿub ィーA " ックを設定した． 

 

(6) Epilogue 

 Epilogue では，¡ めるための‘ ¢ りとしたテーマを1 たに設定した．ここでは，学びの”

ーÅ ーシップのルーブリックを用いた 2 v 目の自U 評価に= いて課Â] k …能を用いて]

k させることとした．さらに，b @ーラム…能を用いて，2 v のルーブリックをÔÕ したÝ

† きと，大学生になるにあたっての目³ とそのÎ \ や計a などをŒŠ た¾¿ させ，他者 1 ¶

Ó 上に対してB メントÛ けすることを¨© として設定した．Ï 後に，Microsoft の Forms で

作成したプログラム評価アン• ートを URL . めH み' E… 能で' E させ，vÊ させること

とした．アン• ートのÏ ‘ 設e では，Ç スB ーA が' E されるn( としており，Ï ‘ の? ス

クとして，ク‡ ズ…能を用いてこのÇ スB ーA を入力させるようにした．これによりプログ

ラムä è ¨© が7 い，ª 20 のプログラムä è のデジ? ル" ッジがº 得できるよう，Moodle

の#‡ ト8 Î にある" ッジ…能を用いて設定した．!

 

 

 

! !

図 20 プログラム修了として発行されるバッジ 
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5. エキスパートレビューと形成的評価!

 ¼ 3 » で設計・qr したプログラムに= いて，‡ ンストラクショÅ ル・デÆ‡Å ー（IDer）

によるエキスÇ ートレビューと学生による形成的評価を実施した．その結果を踏まえ，課Â

a を明らかにした上で，改善のö 9 に= いてE す． 

 

5.1. インストラクショナル・デザイナー（IDer）によるエキスパートレビュー 

 エキスÇ ートレビューは，大学– F で‡ ンストラクショÅ ル・デÆ‡ ンにX ¦ した K :

に;< した．K : は，œ立大学– F として教育・研究部門での=> な& ‚ をö し，‡ ンスト

ラクショÅ ル・デÆ‡ ンのäà 学‰を持=Ý ? である．レビューにあたっては，¿ 前にメー

ルで主@をY え，学習目³ やB ースマップと合¢ せて，本È 環境移行前のプログラムにアク

[ スするためのログ‡ ン™š を]Ÿ し，ØÙ いただくよう;< した．その上で，2024 年 2 Á

9 日 16:00 より 90 分間の” ンラ‡ ン, ーティングでレビューのQ を設定した．K : からは，

Ú N を, ーティングに« 立って¥ö いただいたので，そのJK に¹ ったú アリング形• で

実施した． 

 

5.1.1. プログラムの意義と必要性!

 K : からは，このプログラムのi 義に= いて，7 大学の1 入生を対象に，カレッジ・レデ

ィネスを育成することは，自> した学習者への23 を支援するというa や，大学教育からの

AB をCD ，学習者の®¯ 度を高めるというca からもi 義E いものである8との評価があ

った．その上で，7 < にF Ê の1 入生I け” リエンテーションが，ãä ，施設± 用，学生生

活ルール等の˜m き的. Î の‡ ンプットが中心であることや，• られた期間（その多くは入

学後 1 “ 間程度）で対# ・ÿ 期型で実施されている．こうしたa を‹ G すれば，e ラーニン

グ化することによって，時間・° 間のIu を受けず，" りâ し受講できるB ンテンº として

]Ÿ されることは，学習者のニーズとも合¢ している8 として，このプログラムのi 義と-

要性のH # から評価いただいた． 

 

5.1.2. 各テーマの学習目標とコンテンツ!

 mいて，• テーマの学習目³ とそのB ンテンº に対するレビューをã に行った．まず，こ

のプログラムには，¼ 4 » でE したとおり，7 プロローグ8 から7 エ^ ローグ8 にý る計I

= の学習テーマからV 成されていることを• þ した．K : は，学習目³ の明• 化には，7 目
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³ 行B87 評価¨©87 合€ 基準8 の+ = の要素が- 要であることから，そのca で• テーマ

の学習目³ とそのB ンテンº に= いて評価したとのB メントがあった．Ó ù に，テーマJ に

K : のレビューJK をE した上で，そのレビューを踏まえた対¤ をE す． 

 

(1) [Prologue] Course Introduction 

 このテーマの学習目³ は，7 B ースス• ジュールに¶ えて，B ースの‘ 要やJK ，” ンラ

‡ ン学習者としてs 可t なネチ• ットに= いて) 明することができる8 である．e ラーニン

グをq¡ するにあたっての‡ ントロe クションとなるÇ ートで，教> の活用£ ² とネチ•

ットに= いての 2 a を学習するJK である．いずれも÷ 語™š の学習目³ が設定されてお

り，» K のク‡ ズでその習得度を評価するJK である． 

 ネチ• ットに= いては，÷ 語™š として学習するだけではなく，それらを実Ð のQ# でý

えるというw 的È 能としての学習もX 要であり，ク‡ ズは-. めeÂ だけではなく，y - 設

定eÂ も組み合¢ せられるとh いのではないかと‹ える．また，ク‡ ズは合€ 基準に達する

までo 度もL * できるa はh い．一£ で，M v 目Óë もÿueÂ がk Â されており，Ñš を

¬ Þ してしまう可能性があるため，ij のeÂ を設定し，ランe ムk Â にするなどがよりÌ

ましいと‹ える． 

 K : のレビューでは，ク‡ ズの設定に関¢ るB メントとして，1)-. め• ÓT にy - 設定

eÂ を組み合¢ せること，2)eÂ をij 設定しランe ムk Â にすることの 2 a のÃÄ が]E

された．1 a 目に= いて，y - 設定eÂ を組みH p ことにより，D に÷ 語™š として学習し

たことの• þ ではなく，w 的È 能として学習したことを¤ 用できるかを• þ することがで

きるためö 用である．また，2 a 目に= いても，eÂ j を= やし，ランe ムk Â にすること

により，ÑÊ のÞ N による· O なクリアをPQ することができるためö 用である．ただ，今

v のプログラムでは，実施までの時間Iu 上，R 分に準備できないため改善を見é り，Ó 後

のプログラムにおいてこの 2 a の改善をª ることとした． 

 

(2) [Theme 1] Reflecting Yourself 

 このテーマの学習目³ は，7 自分の学習ス? ‡ ルをw り，自U 省Ò することによって自‡

の強みや# ばすŠ きa を[ りâ り，ルーブリックを用いた 14 のスキルに= いて自U 評価で

きる8である．学習ス? ‡ ルに関する自U 分析やルーブリックを用いた自U 省Ò を–‚ し，

学習するJK である．? スクの成果? では，o らかのb ィーA " ックがないようであれば，
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設定するのがh いと‹ える．1 入生というª 性を‹ G すると，学生ÿà による^ アレビュー

はN ーA ルが高いかもしれないが，そのQ 合にはアカデ, ック・アA "‡Æ ーや学生支援Š

³ の大学ス? ッb からのCD なB メントをÛ î することもÃÄ できそうである． 

 K : のレビューでは，? スクの成果? へのb ィーA " ックÛ î のÃÄ が]E された．この

テーマでは，自U 省Ò と自U 評価ルーブリックの] k という 2 = の? スクがある．自U 省Ò

の? スクでは，高校時の活B をTp[ りâ りを行うもので，× q することをÌ まない学生へ

の5G から学生ÿà での^ アレビューはそS ¢ ないとÿ 0 した．ただ，À えばCD なT 定的

なb ィーA " ックB メントをÛ することで，自U 省Ò に対するö c 的なÝ † きのほか，自U

T 定N を高める一z となる可能性がありö 用である．設計³ 初には，あくまで自U 省Ò を実

施するということが目的であったが，T 定的なb ィーA " ックB メントをÛ することとし

た．なお，自U 評価ルーブリックに= いては，エ^ ローグで 2 v 目の] k 後に変化に= いて

B メントし，学生ÿà による^ アレビューを行う設定としているため，このテーマでのb ィ

ーA " ックは行¢ ないこととした． 

 

(3) [Theme 2] Transition to College Student 

 このテーマの学習目³ は，7 高校と大学の主なá い，大学生として± 用すŠ き支援や# ー

ビスをw り，学e に対するÃ 実性のX 要性に= いて9: することができる8 である．

Academic Integrity（学e に対するÃ 実性）に関して，ó– 的なy - を]E し，それに= いて

の課Âa やi 見を9: させるアクティビティは!F に効果的である．よりリアルな大学で

の学習行B が‡ メージでき，その中でやるŠ きこと，してはいけないことが& ‚ 的に学Š る

のではないかと! ¢ れる．一£ で，79: することができる8 という学習目³ に対して，ど

のレæルまでÎ 達すれば合€ とするのかが明• ではないといえる．1 入生というa を‹ え

れば，まずはi 見を' 明することを目³ とする7i 見を÷ える8 という目³ 行B にä Ñ した

ほうがよいのではないか． 

 K : のレビューでは，このテーマの学習目³ のä Ñ が]E された．これは• かな指Ä であ

り，7i 見をŒŠ ることができる8 とすることはÅ ³ である．7 学e に対するÃ 実性のX 要性

に= いて9: する8a では，U æの¿À をシÅ リ” として]E し，そのJK からy - を» み

取り，eÂa や改善ë などをb @ーラムに¾¿ するJK である．b @ーラム上で9: するこ

とをi とするものではなく，学習者が自‡ の‹ えをŒŠ ることがX 要であり，ä Ñ すること

とした． 
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(4) [Theme 3] Academic and Career Success for Next 4 Years 

 このテーマの学習目³ は，7 これからの 4 年間のス• ジュールの‘ 要と@ÉÊ のキˆ リア

プランのための‹ え£ をw り@学びの成å のためにアカデ, ック・アA "‡ ジングが学びの

成å に果たすÜ€ に= いて) 明できる8である．今後のキˆ リアプランや入学後ñ 年の目³

をb @ーラムに¾¿ すること，アカデ, ック・アA "‡ ジングの…能・Ü€ に= いて自‡ の

‹ えをb @ーラムに¾¿ する活B が設定されている．後者に= いての学習目³ では，合€ 基

準がE されておらず，可能であれば，ク‡ ズ…能をý うなどして÷ 語™š とw 的È 能を• þ

するテストを課することもÃÄ してはどうか． 

 K : のレビューでは，学習目³ における7 学びの成å のためにアカデ, ック・アA "‡ ジ

ングが学びの成å を果たすÜ€ に= いて) 明できる8の評価£ ² として，b @ーラムへの¾

¿ ではなく，ク‡ ズ…能を用いることを]E している．ここでは，アカデ, ック・アA "‡

ジングに関するÑÒ を» み，どういったQ# でアA "‡Æ ーとy うŠ きか，どの程度のV 度

で，なWy うŠ きかなどを自‡ の÷ X でŒŠ ることをi としてb @ーラムでの¾¿ として

いた．• かに，自‡ の÷ X でŒŠ ることにig はあるが，ÑÒ を見ながら£¤ のÊ えをŒŠ

ることができるため，÷ 語™š としての"# が大きいものとなっている。したがって，ク‡

ズ…能を用いた上で，« の7 [Prologue] Course Introduction8 とÿ( にij のeÂ を用i し，

ランe ムk Â できるようにする変Y はö 用である．ただ，本È 実施が目前にZ し[ った$%

であったため，今v の変Y は見é り，, v の改善時に\] させることとした． 

 

(5) [Theme 4] Planning Your Studies 

 このテーマの学習目³ は，7 シラ" スをTpãä や科目V 6 をw り，O ークシートを用い

て初[ メス? ーの学習計a を作成できる8 である．ó– 的なãä 計a に= いて，O ークシー

トを用いてë 定することは，多くの1 入生がó# する初年, の= まずきの予C にÜ 立= も

のだといえる．一£ で，カリキュラムやシラ" スはãä 計a を立てるÐ にX 要なº ールで，

そのý い£ のÎ š 度をÉ るものとして，ク‡ ズなどの™¶ をÃÄ してもよいかもしれない． 

 K : のレビューでは，7 シラ" スをTpãä や科目V 6 をw る8 という前• 部分の学習に

関¢ って，ク‡ ズの™¶ を]E している．このa に関¢ っては，ク‡ ズの設計はできていた

ことから，< $ のä Ñ はs 要であった． 
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(6) [Epilogue] Finish to Start 

 このテーマの学習目³ は，7 ルーブリックを用いた 14 のスキルに= いてâ 評価し，Ï 初の

評価から変化を分析したうえで，大学生になる•i をŒŠ ることができる8 である．プロロ

ーグと対になる2 目で，一v の学習を& て，自‡ の変化a を分析するJK となっているが，

学習期間が短期間であるため，目立った変化を実N できない可能性もある．学生ÿà の£ ^

B メントが? スクのñ = となっているが，アカデ, ック・アA "‡Æ ーや大学ス? ッb から

エンカレッジするようなb ィーA " ックをî えるLM をÃÄ してはどうか． 

 K : のレビューでは，学習目³ の前• 部分の7 ルーブリックを用いた 14 のスキルに= い

てâ 評価し，Ï 初の評価から変化を分析8する? スクとしてのb @ーラム¾¿ に対するb ィ

ーA " ックのÃÄ に= いて]E している．ここでは，自U 評価ルーブリックの前後変化の分

析，プログラムでの学習を¦ してのÝ † き，大学生になるにあたっての目³ 設定の 3 a をb

@ーラムに¾¿ するJK としている．̂ ア・レビューにより，これから大学で学d S 間のこ

とをw る…y でもあるが，あ¢ せてb ジティブb ィーA " ックをî えることは，スムーズな

トランジションを支えるLM であり，取り入れることとした． 

 

5.1.3. プログラムの強化に向けた検討!

 K : からは，今後のプログラム強化のために，1)中V 期的な評価と 2)TOTE 0 デルG 入の

2 a のÃÄ に= いてレビューがあった． 

 1 a 目に= いて，この教> は高等教育$% の学習に- 要なスキルに= いて学dJK である

とÿ 時に，この学習%程全– がルーブリックを用いた自U 分析・自U 省Ò を定着させるため

のジョブエ‡ A としての…能を持っているとNu た．この一v の学習を& ‚ した学生にど

のような行B 変K が_ きたのか，また中V 期的に³ ' 学生の成` やa 学率，b 活B の成果な

どを調Š ることは，カークÇ トリックの*$% 評価0 デルにおけるレæル+ やレæル* の

評価が可能になるといえる．2 a 目に= いて，• 学習2 目では，c に³ ' JK を習得し，改

めて学習する- 要がない対象者もPQ する可能性がある．TOTE（Test-Operate-Test-Exit）0

デルのÅ 用し，¿ 前テストのG 入などをÃÄ してはどうかとのレビューで，いずれも的• な

指Ä である． 

 まず，1 a 目の中V 期的な評価のÃÄ はX 要なRa である．( y では，カークÇ トリック

の*$% 評価におけるレæルñ（\ ¤ ）として受講者に対するアン• ートの実施による®¯

度等をÉ 定し，レæル 2（学習）として• テーマにおける• þ テストや課Â] k とb ィーA
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" ックによる学習目³ のÎ 達度を• þ している．, のレæル 3（行B ）の評価のためには，

受講者がプログラムで学んだことを活用できているかを• かめる- 要がある．À えば，入学

から 3 ÷Á Ó J に™d アン• ートやú アリング等を実施し，自U 評価ルーブリックの• e

スキルのI 上を行っているか，大学の支援や# ービスを活用しているかといった行B 変K

にf がっているかを• þ することが‹ えられる．さらに，レæル 4（成果）の評価のために

は，初[ メス? ー‘è Û に™d アン• ートやú アリング等を実施し，プログラムÏ 後の

Epilogue で立てた目³ に対しての進g を• þ することのほか，K : が÷ _ しているようなプ

ログラム学習の結果と初[ メス? ーの成` の£ 関関係を見ることなどが‹ えられる．大学

生へのトランジションを支援するというプログラムの主@を踏まえれば，受講者が学んだ

ことを活かした行B 変K ができているかを• かめることがX 要であり，レæル 3 の評価実

施をÃÄ する． 

 , に，TOTE 0 デルを活かした¿ 前テストのG 入に= いて，これから学dJK に= いての

wx があるQ 合には，³ ' B ンテンº をスキップでき，学習者が9 用に学d 時間を取る- 要

がなくなるため，テーマJ に¿ 前テストを設定するなどÃÄ のh ¨ はある．ただ，そのため

には今ä しプログラムをÍÎ し，汎用的なB ンテンº と大学や学部i ö のB ンテンº に大

別した作りにするのがh さそうである．( y のプログラムにおける Prologue から Theme2 を

前• 部，Theme3 から Epilogue を後• 部とした 2 部V 成にÍÎ した上で，前• 部の汎用性の

高いB ンテンº に= いて¿ 前テストをG 入することはÃÄ できる．今v は，本Q 実践のため

の時間Iu 上，ÃÄ を見é るが今後のプログラム改善においてÃÄ する． 

 

5.2. 学生による形成的評価 

 学生による形成的評価では，¼ 3 » でE した試行実施時に入学予定者として受講した学

生 Y : （1 ¶ ）に;< した．形成的評価にあたっては，¿ 前にメールで主@をY え，学習目

³ やB ースマップと合¢ せて，本È 環境移行前のプログラムにアク[ スするためのログ‡

ン™š を]Ÿ し，ØÙ いただくよう;< した．その上で，2024 年 2 Á 8 日 19:00 より 90 分

間 Y : との” ンラ‡ ン, ーティングでレビューのQ を設定した．なお，Y : からは，プロ

グラム全てを実Ð に取り組み，0 è するまでの時間• õ が8 難だとの£ j があったことか

ら，試行実施時から大きく変Y したa を（前»ª 16 の! û 部）中心に評価してもらい，ú

アリング形• で実施した．Ó ù に，Y : のレビューJK をE した上で，そのレビューを踏ま

えた対¤ をE す． 
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5.2.1. プログラム全体に関わる評価!

 k : からは，1年前を[ りâ り，このプログラムのPQ は大きいと評価した．実Ð に，試

行実施のプログラムを受講した上でもなお，入学時の” リエンテーションではV い時間か

= 一£I 的に™š が]Ÿ されていたことに%れ，” リエンテーションのJK がよりig の

あるものへとÍÎ されて，この µ ラーニングプログラムと” リエンテーションがl l にf

がるものとなることがÌ ましいとのB メントをいただいた．また，全– として文m ™š の多

いプログラムとなっているため，なるŠ く文m ™š をä なくするLM が- 要であるとのB

メントもいただいた． 

 前者の評価は，本研究の’ らいに合¢ したものであり，7 µ ラーニングプログラムと” リ

エンテーションがl l にf がる8n 組みは目指すŠ きÉÊU としてのX 要なRa である．入

学前の µ ラーニングプログラムと入学時” リエンテーションは，分A | 立したものではな

く，vm 性とv 関性を持ったものである．入学前に学習したことを踏まえた入学時” リエン

テーションはどのようなものか，学習したことを¤ 用するn n けやQ としての入学時” リ

エンテーションはどのようなものかを‹ えることは，今後の研究上の課Â の一= である．ま

た，後者の7 文m ™š をä なくするLM が- 要8 との指Ä も opqorのRa からX 要なもので

あり，™š をX 選することやª ' などによる'( に& き3 えるなど，今後のプログラム改善

時の課Â としてÃÄ する． 

 

5.2.2. 学習スケジュールと学習所要時間の明示!

 k : は，• テーマのô Ú に，目³ となる期間やおおよその学習Ú 要時間が明E しているa

= いて，計a 的に学習を進めていく上で，1 たに™¶ されたことにはig があると評価をい

ただいた．一£ ，学習Ú 要時間に= いては，³ ' テーマの合計のÚ 要時間が st 分や 1ut 分

などとE されているa は改善のÃÄ が- 要であるとの見š がE された．ó– 的な改善とし

て，テーマJ の[ クションD ‰でÚ 要時間をE すことで，v 分や 1t 分などブレ‡ クe ウン

図 21 テーマ冒頭に示す学習時間とスケジュールのサンプル 
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された短い時間となり，学習上の0 チæーション維持になるのではないかと]E があった． 

 学習Ú 要時間をテーマ合計ではなく，[ クションD ‰でE すことで，wxyz 0 デルにおけ

る7 自¹8 のº 得を学習者にWすn n けとなることが期{ される．そこで，• テーマのô Ú

における時間とス• ジュールの'ÞüÚ に= いては，前»ª 1| から改善し，ª u1 のよう

に[ クションD ‰で'Þ するようにした． 

 

5.2.3. 自己評価ルーブリック!

 Y : は，自U 評価ルーブリックが大学生として- 要なスキルが可R 化された- 要でöM

なº ールであり，また• スキルとB ースの関v 性が明E されていることは分かりやすいと

評価した．その上で，ルーブリックの• レæルにおける評価) 明部分も文m ™š が多いこと

に%れ，• クラ‡ テリアは‡ メージしやすいものであるため，) 明文のÙ¢ りにj mを5 &

して' ³ レæルを選Í できるようなLM ができるとよいとした．また，前後で 2 v 実施する

ことに= いて，学習者によって変化のö 9 はあっても大きな変化はないのではないかとし

た上で，プロローグで• クラ‡ テリアと学習JK との関v 性は) 明した上で，エ^ ローグの

1 v でプログラムの前後を評価させるということも‹ えられるとした． 

 文m ™š をÏ ’ 化するLM として，レæルの強} をj mでE し，選Í する£ ² が]^ され

た．文m ™š が多いことで取り組p Ý 持/ が¸ a する可能性は® 定できず，多( な学習者に

とってのアク[ シビリティI 上のca からもÃÄ できるLM である．• かに• クラ‡ テリ

アはD 語そのものから‡ メージができるものであり，選Í ~ 度をj • 化することにeÂ は

ないといえそうである．また，実施vj の変Y に= いては，• かに短期間に大きな変化は生

u ないかもしれないが，本È 実践の結果を見てÿ 0 することとする．一£ で，«Œ のとおり，

このルーブリックは7 自らの学習に= いてþÿ 的に[ りâ ることを学生にWすことで@• 実

に7 自U 評価と自U 改善8 を習d 化する8（スティーブンスら，2014）ことをi としている

ものの，受講者にÑ• にY¢ っていない可能性もある． 

 

5.3. エキスパートレビューと形成的評価を踏まえた改善点のまとめ!

 2 ¶ のレビューでは，IDer と学生それ˜ れの立Q からプログラムに対する評価を受けた．

IDer の K : からは，• ク‡ ズで設定eÂ j を= やした上でランe ムk Â できるようにする

こと，ルーブリックをTp] k ? へのb ィーA " ックを組みH p こと，行B 変K をT めた中

V 期的な評価Ã € と TOTE 0 デルによる¿ 前テストのG 入をÃÄ することなどのレビュー
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をいただいた．• テーマの学習目³ に¹ ったó– 的な指Ä であったことから，«Œ のとおり

多くが•‚ に改善することができるものであった．< に，カークÇ トリックの 4 $% 評価に

基† く，上‰レæルの評価の実践はこのプログラムによって受講者にo らかの行B 変K が

あったのかをw るa でもX 要な指Ä であった． 

 また，学生の Y : からは，全– として文m ™š が多いこと，学習のÚ 要時間は学習B ン

テンºD ‰で細分化して'Þ すること，ルーブリックのj • 評価への変Y と実施vj の変

Y をÃÄ することなどのレビューをいただいた．試行実施のプログラムを受講した& ‚ を

踏まえた受講者Ra でのレビューで，Ú 要時間の細分化などは学習を進める上での0 チæ

ーション維持をix した改善ができた．< に，全– として文m ™š が多いという指Ä は今後

改善をª っていく- 要のあるa であり，アク[ シビリティや UI/UX のca からも，できる

• りB a やª ' でE せる™š は移行させていくことをÃÄ する． 
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6. プログラムの本番実施!

 ここまでに試行実施を踏まえたプログラム設計およびqr ，エキスÇ ートレビューと形

成的評価を行ってきた．本» では，これらを踏まえた1 プログラムを本È 実施した結果をま

とめる．なお，取りZ うデー? 等は本¿ ƒ ç 時a で„ k および分析可能なもの用いているこ

と，試行実施とのZ 別化するため本È 実施という'( を用いていることを/ ¯ する． 

 

6.1. 本番実施の概要!

 本È 実施は，2024 年 4 Á の入学予定者 42 ¶ を対象に，2024 年 2 Á 18 日· 3 Á 17 日の期

間で行った．試行実施時とÿ( に，q¡ 日は Transition Webinar 実施後としている．また，‘

è 日はプログラムの基本設計上のものであり，4 Á 中…Û までは学習のn mやB ンテンº の

[ りâ りができるようにしているため，受講者が± 用できなくなる日をE すものでではな

い．なお，国† などをE すことはできないが，受講対象者のう/ 43％（18 ¶ ）は¤ 学生で

あった． 

 

6.2. 本番実施のプログラム完了率!

 ª 22 は，3 Á 20 日時a での本È 実施プログラムの0 è 率をE したものである．2 Á 18 日

のプログラムq¡ 後，Theme4 の前• 部分にあたる Theme4.3 までは高い0 è 率でÖ 移して

いる．Theme4 は，シラ" スの× q に合¢ せて 3 Á 4 日から学習できるようになっていたが，

後• 部分は実Ð に学習計a を作成する作A を伴うものであったことが_ ì したのか，ù ë

HI に23 している．そのため，Theme4 が‘è しないとq¡ できない Theme5（Epilogue）

にI かって0 è 率はø くなっている．一£ で，試行実施時には，Ï ‘B ンテンº の0 è 率は

41％（ª 14 Ó ‡ ）であったこととÔÕ すると，本È 実施時には 57％と 16 b ‡ ント上ˆ し

ており，æ定の学習0 è 日とÚ 要時間の明E ，0 è 期• の見ó しなどを行ったことが改善の

要ì の一= と‹ えられる． 

 , に，• テーマとB ンテンº に= いて，設定したæ定学習0 è 日の期間J でどの程度0 è

できたのかを見たものがª 23 である．• テーマは，ó 前のテーマを0 è することでアク[

スできるようになる．プログラムq¡ 時には 60％が学習をq¡ したが，Óë Theme3 のÏ

後まではø く，設定期•J に0 è したのは‘’ 20％程度となっている．その後，Theme4 で

一Ý に 90％まで# V しており，これは多くの学習者が Theme4 のæ定学習期間J で~ 中的

に学習を進めたことによる．その後，ややøù するものの Theme4.7 の0 è 率は 79％と高い
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ものの，Theme5.1 から 5.4（Epilogue）ではâ び 20％程度にù がっている．これらのことか

ら，学習者の‘’ 2 € は設定期•J に計a 的に学習を進めており，入学後の学習計a を立て

るという学習者にとってはX 要度の高いB ンテンº に強い関心があったものとÖÒ できる． 
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図 22 本番実施プログラムのテーマおよびセクション別の完了率 

図 23 本番実施プログラムのテーマおよびセクション別の設定期限内での完了率 
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6.3. 自己評価ルーブリックの前後比較!

 設計した学びの” ーÅ ーシップの自U 評価ルーブリックは，本È 実施において，Theme1.3

と Epilogue5.1 の 2 v? スクとして] k することとしていた．3 Á 20 日時a で，Theme5.1 で

の 2 v 目の] k を0 è していた 28 ¶ の結果を分析した．ª 24 は，1 v 目の] k 時a での•

クラ‡ テリア別の選Í レæルをE したものである．グラb のù から上にI かって高‰のレ

æルとなっており，レベル 3 は少なく，レベル 2 とレベル 1 が同⽔準となっている．また，

Time Management が突出してレベル 1 が多くなっており，プログラム開始時点で 64％の学

習者は時間管理ができていないと感じていることがうかがえる． 

 次に，図 25 ではプログラム終盤の 2 回⽬の提出時点での状況を⽰している．1 回⽬と⽐

較しても明らかにレベル 1 が減少し，レベル 2 とレベル 3 が増加していることが分かる．

特に，Self-Awareness ではレベル 3 が 1 回⽬の 14％から 68％と⼤きく増えており，プログ

ラムの開始部に 1 テーマとして⾃⼰省察（Theme1 Reflecting Yourself）を明確に位置づけた

ことで，しっかりと振り返りができたこと，エキスパートレビューにより改善することとし

たフィードバックの実施により変化が表れたものといえる．また，Time Management につい

ても多くの学習者が上位レベルへと転換しており，64％であったレベル 1 は 18％にまで減

っている． 

 最後の図 26 では，1 回⽬と 2 回⽬のレベル変化を⽐較している．1 回⽬よりも 2 回⽬の

レベルが下がっている場合には-1pt，変化がない場合には±0pt，1 回⽬よりも 2 回⽬のレベ
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図 24 学びのオーナーシップの自己評価ルーブリック（1 回目：プログラム開始時） 
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ルが上がっている場合には+1pt または+2pt と表現しており，グラフの下から上に向かって-

1pt から+2pt へと推移している．この結果から，-1pt および+2pt の変化は⾮常に少なく，±0pt

または+1pt の変化がほとんどであり，多数のクライテリアにおいては前後で変化がなかっ

た学習者が多かったことが分かる．⼀⽅で，Goal Setting，Self-Awareness，Time Management

の３つでは，+1pt の変化を伴った学習者が優位となっており，このプログラムを通してこ

れらのクライテリアの必要性や重要性を認識するに⾄ったものと推察する．この⾃⼰評価

ルーブリックの実施にあたっては，学⽣による形成的評価で，短いプログラム期間の中で⼤
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図 25 学びのオーナーシップの自己評価ルーブリック（2 回目：プログラム終了時） 
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図 26 学びのオーナーシップの自己評価ルーブリック前後での変化の比較 
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きな変化は⾒られない可能性があるため，実施回数を 1 回にすることが提案された．確かに

⼤半では変化がなかったと評価しているが，学習者⾃⾝が「⾃らの学習について批判的に振

り返ることを促す」（スティーブンスら，2014）ことができた結果，上述のように⼤きな変

化のあったクライテリアを明らかにできたといえる． 

 

6.4. 終了時アンケート（プログラムレビュー）の結果概要!

 プログラムの 5.3 で，プログラムレビューとして‘è 時アン• ートを設定しており，ここ

では，( 時a で„ k できたデー? から分析した結果の‘ 要をE す．なお，‘è 時アン• ート

は，Microsoft † の Forms を用いており，デー? は 2024 年 3 Á 20 日までにvÊ した 25 ¶ 分

に基† いて~ 計している． 

 プログラムの全– 評価に= いて，Excellent から Poor までの 5 © ² でÌ e した結果，96％

が Excellent と Good を選Í ，高い評価を得るプログラムであったことがうかがえた（' 4）. 

 , に• テーマ別の学習目³ のÎ 達度に= いて，0 a から 10 a の 11 © ² で，学習者が自U

評価した結果を' 5 にE す．• テーマのÏÐ a j は，Prologue では 8.52 a ，Theme1 では

8.72 a ，Theme2 では 9.12 a ，Theme3 では 8.76 a ，Theme4 では 8.64，Epilogue では 8.72

a で，全– として 8.5 a Ó 上の高い評価をE している．< に，Theme2 はÏÐ a も高く，u

•j の 48％が 10 a 評価をしており，Transition to College Student というテーマとB ンテンº

が合¢ したものとなっていたといえる． 

(n=25).000.480 .480 .000.040

1_Excellent 2_Good 3_Satisfactory 4_Weak 5_Poor

表 4 本番実施プログラムの全体評価 

!"#$ !%&$
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Prologue --- --- --- --- --- .040 .080 .040 .280 .240 .320 (n=25)

Theme1 --- --- --- --- --- .040 --- .040 .320 .320 .280 (n=25)

Theme2 --- --- --- --- --- --- --- .040 .320 .160 .480 (n=25)

Theme3 --- --- --- --- --- --- .080 .080 .200 .280 .360 (n=25)

Theme4 --- --- --- --- --- --- .040 .120 .280 .280 .280 (n=25)

Epilogue --- --- --- --- --- --- .080 .040 .320 .200 .360 (n=25)

'()

表 5 各テーマの学習目標の到達度 
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 , に，自U 評価ルーブリックに= いて，2 = のÌ e を 0 a から 10 a の 11 © ² で‰’ た．

1 a 目は，自U 評価ルーブリックがこのプログラム学習による変化をÔÕ することにÜ 立っ

たか，2 a 目は，自U 評価ルーブリックが入学 1 年目の自‡ の成V にÜ 立= ものといえるか

をe うた．' 6 がその結果で，それ˜ れÏÐ a が 8.80 a と 8.72 a と自U 評価ルーブリック

がÜ 立= º ールであることが明らかとなった． 

 mいて，• テーマのô Ú に明E した学習を/z する™š と Course Introduction に= いて，

3 = のÌ e を 0 a から 10 a の 11 © ² で‰’ た．1 a 目は，æ定の学習0 è 日とÚ 要時間の

明E が学習を進める上で時間8 Î にÜ 立ったか，2 a 目は，自U 評価ルーブリックのクラ‡

テリアとのv 関性がE されていたことで³ ' のテーマを学習で- 要なスキルをix できた

か，3 a 目は，プログラムÏ 初の Course Introduction（Epilogue 部分）がプログラムの‘ 要や

ス• ジュールなどをÎ š するのにÜ 立ったかをe うた．' 7 がその結果で，それ˜ れのÏ Ð

a は 1 a 目が 8.24 a ，2 a 目が 8.52 a ，3 a 目が 9.24 a であった．いずれも高い評価であ

り，自U 評価ルーブリックとのv 関性を可R 化したことや Course Introduction をB ンテンº

として設定したことはöi であったといえる．なお，1 a 目のæ定の学習0 è 日とÚ 要時間

の明E に= いては，äj ではあるものの 20％が 5 a から 7 a と評価していることからo ら

かの改善のÃÄ が- 要である． 

 Ï 後にÞ ŒvÊ2 目の結果に= いてE す．Ÿ 別のÞ ŒvÊ JK に= いては，プログラム実

施学部とのG し合¢ せ上，Þ Ø せずvÊ JK に基† く分l2 目別の~ 計とした．まず 1 a 目

!"#$ !%&$

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1'( --- --- --- --- --- .040 --- .080 .280 .200 .400 (n=25)

2'( --- --- --- --- --- --- --- .160 .320 .160 .360 (n=25)

)*'

表 6 自己評価ルーブリックの役立ち度 

!"#$ !%&$

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1'( --- --- --- --- --- .080 .040 .080 .240 .200 .320 (n=25)

2'( --- --- --- --- --- --- .120 .040 .360 .120 .360 (n=25)

3!" --- --- --- --- --- --- --- .040 .200 .280 .480 (n=25)

)*'

表 7 各テーマの冒頭に明示した学習を補助する情報等の役立ち度 

!"#

.032 (n=31)

$%&'( )*+,

.419 .194 .065.129.161

-.#
/012 3

4-56
7%+,

表 8 大学生になるにあたっての心配事や不安 

!
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として，大学生になるにあたっての心5 ¿ やs· はどんなものだったかに= いて‰’ た．'

8 のとおり，学ä # に関するものが 41.9％とÏ も多く，環境Å¤ ・÷ 語能力 19.4％，時間8

Î 16.1％，S 間† くり 12.9％とmいた．学ä # では， A のJK や難O 度，科目選Í に関す

るものが多かった．環境Å¤ ・÷ 語能力では，¤ 学生では主に: 文化Å¤ ，それÓT では÷

語能力のs ¯ による A 等へのs· が多かった．' 9 は，これらの心5 ¿ やs· がこのプロ

グラムによってŠ ¸ されたかを‰’ た結果をE している．ÏÐ では 8.24 a と高い評価が得

られており，大学生になるにあたってのs· Š ¸ に‹ î しているといえる．一£ で，u 25％

は 7 a Ó ù と評価しており，学習者の 1/4 がプログラムによるs· Š ¸ 度合いが’ さいとN

u ていることがうかがえる．7 a Ó ù をvÊ したÞ ŒvÊ を見てみると，学ä # 5 ©@ S 間

† くり 2 ©@環境Å¤ ・語学能力 2 ©@Œê # 1 © で，- ずしも< 定の分l に‹ ったもので

もない．e ラーニングプログラムであら• るa をŠ ¸ することは8 難であるが，今後のプロ

グラム改善にあたってはÓ‹ となる結果がE されたといえる． 

 2 a 目として，1 ÷Á の学習を[ りâ った上でのÝ † きやNu たことを‰’ た．' 10 で

E したとおり，自¹ のI 上が 46.2％でÏ も多く，s· のŠ ¸ 26.9％，大学のn 組みのÎ š

23.1％，スキルのI 上 3.8％とmいた．この結果は，本研究の目的である大学生への45 な

トランジションを目指す上でX 要であるとしたa が' れており，本研究のi 義がE された

ものと評価できる． 

 3 a 目に，プログラムをよりh くするために改善をÃÄ すŠ きことに= いて‰’ た．' 11

にE したとおり，教> ・設定の改善 28％，リアリティのI 上 24％，®¯ している 20％，B

aB ンテンº の改善 16％，‡ ン? ラクティブ性のI 上 12％であった．20％が( y のプログ

ラムで®¯ できているとvÊ しているa は，プログラムの全– 評価（' 4）をŽ Û ける結果

だといえる．学習者に教> ・設定の改善では，b 5 ‡ ルアップローA 時の設定や文m #‡ ズ

等の可R 性I 上などが中心で，UI/UX のRa でアク[ シビリティをI 上させていく- 要性

!"#$ !%&$

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

--- --- --- .038 --- --- .154 .077 .269 .038 .385 (n=25)

'()

表 9 プログラムの心配事や不安の軽減への寄与度 

 

(n=26)

!"#$%&#'( )*+#,-

.462 .269 .231 .038

./#,- 01#23

表 10 1ヶ月の学習を振り返った上での気づきや感じたこと 



 47 / 58 

が明らかとなった．リアリティのI 上では，主に« ¬ 学生らの日F 生活や科目選Í ，学習，

¤ 学の実À などをw りたいといったもので，e ラーニングB ンテンº の中で« ¬ 学生による

B a を用i することで，Ó‹ となるロール0 デルを]E することができそうである．B aB

ンテンº の改善では，PIP-Maker®のデジ? ルÀÁ やア" ? ーのB きがÝ になるといったも

のが主で，ア" ? ーを すことが¼一のë としてÃÄ できる．‡ ン? ラクティブ性のI 上で

は，S 間や« ¬ 学生との_ 6 を期{ するもので，リアリティのI 上とも関v するが，こ/ ら

はÿ 期型の_ 6 をi としている．プログラムV 成としてÿ 期型B ンテンº を1 たに設計し，

G 入することがÃÄ できそうである．しかし，本Ì 的には Transition Webinar，e ラーニング，

入学時” リエンテーションが^ いにvB する一= のプログラムと成すものを目指すこと期

{ される．そのa では，入学時” リエンテーションを対# 型の‡ ン? ラクティブ性の高いも

のへと作り変えることが- 要であり，e ラーニングではディスカッションをæースとするグ

ループO ークなどの” ンラ‡ ンÿ 期型B ンテンº とするのがh さそうである． 

 

6.5. 本番実施プログラムのまとめ!

 本È 実施では，試行実施やエキスÇ ートレビュー，学生による形成的評価を& て改善した

ことによる結果が' れたといえる．< に，自U 省Ò と大学生へのトランジションのテーマを

1 たに設定したことは大きい．ÿ 時に，大学生になるにあたっての心5 ¿ やs· の多くが，

学ä # や環境Å¤ などにあることも分かった．± • のy 態から¡ めるよりも· 心N が得ら

れたy 態で学習を進められるため，改善a でもü げられていたロール0 デルとなる« ¬ 学

生の¿À を取り入れることはö 用であり，ARCS 0 デルにおける自¹ と®¯ のº 得にf がる

ス0 ールステップとなることが期{ できる．また，学びの” ーÅ ーシップの自U 評価ルーブ

リックを用いた前後ÔÕ によって，1 v 目と 2 v 目で変化が見られ，Goal Setting，Self-

Awareness，Time Management の+ = のX 要性がix されたことのig は大きく，カレッジ・

レディネスを高める本研究の主@に¹ う結果が得られたといえる．そして，この自U 評価ル

ーブリックが，学習者自‡ が自らの変化をþÿ 的，ö c 的に¸ え，可R 化するº ールとして

ö 用であることをE • しているといえる． 

(n=25).280 .240 .200 .160 .120

!"#$%&'( )*)+,&-. /01234
5678+89&

'(
:8;<=+,>?&-.

表 11 プログラムを良くするための改善検討点 
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7. 結論!

7.1. プログラムの設計と実践から得られた成果!

 本研究では，米国で研究されてきたカレッジ・レディネスに着目し，大学入学予定者が大

学生へと45 にトランジションできるようにすることを目指した入学準備としての e ラー

ニングプログラムを設計し，入学前に実践することを目的としてきた．試行実施では，プロ

グラムのニーズや可能性を探るため，入学時” リエンテーションのB ンテンº を活用した e

ラーニングプログラムを設計し，学生の多( さを‘’ する 4 年間を英語で学d 英語学‰プ

ログラムの学部入学予定者を対象に実践した．その結果，大学入学のu 1 ÷Á 程度を入学

準備期間とした大学へのトランジションをW進するプログラムのニーズと効果があったと

ÿ 時に，カレッジ・レディネスを高めるためのJK への改ò が- 要であるなど課Â も明らか

となった． 

 試行実施で明らかとなった課Â を踏まえ，学習目³ をâ 設定し，テーマV 成やB ンテンº ，

ク‡ ズ等の見ó しとÍÎ を行った．そして，自U 省Ò と大学生へのトランジションのテーマ

1 設，プログラムの前後ÔÕ をする学びの” ーÅ ーシップの自U 評価ルーブリックを設計

した．学習/z の"# では，このルーブリック上にあるクラ‡ テリアと学習B ンテンº のv

関性を可R 化し，æ定の学習0 è 日とÚ 要時間を明E なども行った．こうした改善を& た，

‡ ンストラクショÅ ル・デÆ‡Å ーによるエキスÇ ートレビューとQ 学生による形成的評

価では，プログラムのP Qi 義や- 要性に= いて改めて• þ することができた．H 者からは，

プログラムの改善にあたって，すS に改善できるものから中期的に改善していくものまで

多くのE • があった．< に，カークÇ トリックの 4 $% 評価に基† く上‰レæルの評価を

実践することで，プログラムが学習者の行B 変K にどう関î したのかを見ること，全– とし

て文m ™š が多く，B a やª ' などを= やすことで UI/UX のca をix したアク[ シビリ

ティのI 上のためのLM ができるという指Ä は，今後のプログラム改善においてX 要なR

a であった． 

 こうしてブラッシュアップしたプログラムを 2024 年 4 Á 入学予定者に対して本È 実施し

た．その結果は，前» にE したとおり，本研究において目指した，学びや支援をTp 大学の

n 組みをw ることができることで，大学生になることへのs· を¸ らし，これから大学生に

なるという自¹ をº 得できるようなプログラムを– ( するものであった．一£ で，í きmき

多くの学習者が心5 ¿ やs· を“ えている実態も見てとれたことから，プログラムの改善

のh ¨ はまだ多くあることが• þ できた． 
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7.2. 今後の課題!

 本研究は，入学前に入学準備としての e ラーニングプログラムを実Â するというかなり

”• な取り組みであったため，プログラムをqr し，実践するというとこ~ に3 a 化する結

果となった．¶ えて，英語学‰プログラムの入学予定者というかなり• 定的な環境で，全て

を英語で行う実践であったため，日本における一Ž 的な大学に対したプログラムとしてÿ

( の成果と効果が得られるかまではÃ € できていないa に，本研究の• – 性がある． 

 また，対象者が初めて大学生になるとはいえ，c にwx を持/ 合¢ せている可能性も0 全

には® 定できず，÷ 語™š やw 的È 能をZ うJK では，テーマJ に¿ 前テストや¿ 後テスト

を設計し，< 定B ンテンº の学習を—ç するn 組みのÃÄ ，wx の¤ 用ができるかを• þ す

るためのランe ムk Â 型のク‡ ズ設計のÃÄ も合¢ せて- 要である．そして，本È 実施での

Þ ŒvÊ から得られたように，リアリティのI 上と‡ ン? ラクティブ性の高いB ンテンº

が求められている．ロール0 デルとなる« ¬ 学生を取り入れたB ンテンº や” ンラ‡ ンÿ

期型のディスカッションB ンテンº などのqr が今後の課Â である． 

 

7.3. 本研究の将来展望!

 これまでもE してきたように本研究で設計，実践したプログラムは改善のh ¨ が多く残

されている．このプログラムは，汎用性の高いB ンテンº と大学または学部等の教育課程に

¹ ったB ンテンº に大別できる．今v のプログラムにおける Theme3 の前• 部くらいまで

にあたる，高校生と大学生のá いや大学生に求められるスキル，学e のÃ 実性といったB ン

テンº は，汎用性の高いものであり，大学をe¢ ずに” く活用できるものである．LMS を

用いたものでなくとも，B a などでij のB ンテンº をqr し，学習者や設計者が- 要に¤

u て選Í できるようになれば，大学入学までにカレッジ・レディネスを高め，スムーズに大

学生へのトランジションがª る取り組みが” がることが期{ される．そのためにも，今v 設

計したB ンテンº のÿ 等のものを日本語化し，実践することで効果があるのかをÃ € する

とÿ 時に，B ンテンº のB a 化に= いても取り組んでいくこととしたい． 
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8. 参考資料!

資料 1 試行実施時のコースマップ 
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資料 2 本番実施時のコースマップ 
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資料 3 本番実施のコースマップに基づく課題分析図 
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!"#$%&'()*+,-./012%&'()3450678

!"#$%&'( 2024) 3* 20+,-./012 2534.56789:187;<

!=>?@A%B'( MicrosoftC> FormsDE78(FGHIJ>K 5.3 [Review] Program ReviewLM18NO12P>-Q;<

0-1. Rate your overall experience of this e-Learning course (n=25)

RSTU RVWU

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

I-1. Which is the closest achievement of the Learning Goal [Prologue] : --- --- --- --- --- .040 .080 .040 .280 .240 .320 (n=25)

I-2. Which is the closest achievement of the Learning Goal [Theme1] : --- --- --- --- --- .040 --- .040 .320 .320 .280 (n=25)

I-3. Which is the closest achievement of the Learning Goal [Theme2] : --- --- --- --- --- --- --- .040 .320 .160 .480 (n=25)

I-4. Which is the closest achievement of the Learning Goal [Theme3] : --- --- --- --- --- --- .080 .080 .200 .280 .360 (n=25)

I-5. Which is the closest achievement of the Learning Goal [Theme4] : --- --- --- --- --- --- .040 .120 .280 .280 .280 (n=25)

I-6. Which is the closest achievement of the Learning Goal [Epilogue] : --- --- --- --- --- --- .080 .040 .320 .200 .360 (n=25)

RSTU RVWU

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

II-1. The ownership of learning rubric was helpful to compare the development of learning
through the course.

--- --- --- --- --- .040 --- .080 .280 .200 .400 (n=25)

II-2. The ownership of learning rubric will be helpful in my first year of developing myself.--- --- --- --- --- --- --- .160 .320 .160 .360 (n=25)

RSTU RVWU

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

III-1. The "Expected time and schedule" described at the top of each theme helps me manage my
time to learn this program.

--- --- --- --- --- .080 .040 .080 .240 .200 .320 (n=25)

III-2. The "Related Criteria" described at the top of each theme helps me become aware of the
skills necessary for learning in the theme.

--- --- --- --- --- --- .120 .040 .360 .120 .360 (n=25)

III-3. The "Course Introduction" helps me to understand and overview the course and schedule.--- --- --- --- --- --- --- .040 .200 .280 .480 (n=25)

RSTU RVWU

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

IV-1. This course helps me understand and reflect on myself. --- --- --- --- --- --- --- --- .280 .280 .440 (n=25)

IV-2. This course helps me to make my transition to the university as smooth as possible.--- --- --- --- --- --- --- .040 .240 .360 .360 (n=25)

IV-3. This course helps me to understand the differences between high school and university,
and the essential skills needed to become a university student.

--- --- --- --- --- --- --- .040 .280 .200 .480 (n=25)

IV-4. This course helps to understand the support and services of the university. --- --- --- --- --- --- .040 .000 .200 .280 .480 (n=25)

IV-5. This course helps me to learn the importance of academic integrity. --- --- --- --- --- --- --- .040 .200 .240 .520 (n=25)

IV-6. This course helps to understand the overview of next 4 years. --- --- --- --- --- --- .040 --- .280 .160 .520 (n=25)

IV-7. This course helps me understand the importance of thinking about my future career earlier.--- --- --- --- --- --- .040 .040 .320 .160 .440 (n=25)

IV-8. This course helps me understand the system and the importance of the academic advising.--- --- --- --- --- --- .040 .040 .240 .200 .480 (n=25)

IV-9. This course helps me understand the curriculum structure and how to check the syllabus.--- --- --- --- --- --- --- .080 .240 .240 .440 (n=25)

IV-10. This course helps me to think about my 1st-semester course selection. --- --- --- --- --- --- --- .040 .200 .280 .480 (n=25)

IV-11. The review of my study plan by the academic advisors in advance was helpful.--- --- --- --- --- --- .040 .040 .160 .280 .480 (n=25)

IV-12. The feedback from the academic advisors were helpful to decide on the first semester
courses

--- --- --- --- --- --- .056 .000 .000 .333 .556 (n=17)

XYZ

V-1. What were your primary concerns or anxieties about becoming a college student? .032 (n=31)

RSTU RVWU

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

V-2. Does those concerns or anxieties been addressed or relieved by this e-learning course? --- --- --- .038 --- --- .154 .077 .269 .038 .385 (n=25)

V-3. Reflect a month of e-Learning, and compare before and now of yourself. What are the
feelings and findings?

(n=26)

V-4. To improve this course, please leave your idea of what kind of content/information is
expected to add AND/OR thought better to update?

(n=25)

!"#$
[\] IV-12. '(?^$_`a[?bcde%fg>hi%bc`aDjklmno>pDqrM122s( n=17Mtu87;<
[ V.#v/0wx.y78'(FGHIJNOmzM>{1|}~•(/0€•.56‚4ƒwx„>9:M122s(#v/0'#…187t7<
[\] V-1.>/0†‡' 25†-Qu2ˆ(‰‡>4ƒwxDŠ‹#v€•ˆQu22s( n=31Mtu87;<Œ•>Ž•-\] V-3.P n=26Mtu87;<

.280 .240 .200 .160 .120

•‘[\’>“” •?•–i>—• ˜™187;
š›œ@–@•>

“”
d@&Ia–ižŸ>—•

 m>¡¢p>Ž£ ¤¥¦>—•

.462 .269 .231 .038

§¨>—• ©ª>«¬

®6‚¯ §°±Ž
V. #v/0wx

.419 .194 .065.129.161

²³´

I. µ–%¶>mnx·>¸¹ºR§°²³U

II. §°²³¦%ž•`a

III. µ–%¶>»¼.#…12mnD½¾¿;ÀÁ

IV. FGHIJœ@–@•>ÂÃÄº

mÅZ ÆÇÈÉ Ê®±Ž

.000

²³´

²³´

²³´

²³´

.480 .480 .000.040

1_Excellent 2_Good 3_Satisfactory 4_Weak 5_Poor
0. FGHIJ>ËÌ²³

資料 5 本番実施プログラム終了時アンケート結果 
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